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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府・日銀による経済政策・金融緩和政策を背景に円安・

株高基調が継続し、企業収益や雇用環境の改善が図られ、緩やかな回復基調を持続しました。 

 当社グループの事業に大きく関係する情報通信分野では、光ブロードバンドサービスの普及・拡大やモバイル通

信サービスの高速化・大容量化等が進展し、ＮＴＴグループの光コラボレーションモデルやＭＶＮＯ市場の拡大な

ど、新たな需要拡大の動きがみられるほか、ＩｏＴの進展やクラウドサービス拡大など、ＩＣＴを活用した多様な

サービスが展開されています。また、政府が推し進める国土強靭化施策や地方創生に向けた施策に伴い、社会イン

フラ・環境の整備が進展しつつあります。 

 このような事業環境のなか、当第１四半期連結累計期間の業績は、総合エンジニアリング事業が伸び悩んだもの

の、ＩＣＴソリューション事業の拡大などにより、受注高188億９百万円（前年同期比108.3％）、売上高173億５

百万円（前年同期比99.7％）、営業利益５億75百万円（前年同期比152.7％）、経常利益７億25百万円（前年同期

比146.6％）、親会社株主に帰属する四半期純利益４億35百万円（前年同期比106.2％）となりました。 

 なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。 

 当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は次のとおりです。 

 

①総合エンジニアリング事業 

 前年同期に比べて通信事業各社からの受注工事が減少し、売上高は減少しましたが、コスト低減などにより前

年同期並みの営業利益を確保しました。 

 

②ＩＣＴソリューション事業 

 半導体製造装置保守等のビジネスサポート事業、ＩＣＴ事業の拡大により前年同期に比べて受注高、売上高、

営業利益はいずれも増加しました。 

 

③住宅不動産事業 

 前年同期に比べて販売物件が少なく売上高は減少しましたが、営業利益はコスト低減などにより増加しまし

た。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は324億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ27億46百万円

減少いたしました。これは主に売上債権の回収が進んだことにより受取手形・完成工事未収入金等が45億80百万円

減少したことによるものであります。固定資産は289億27百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億80百万円増

加いたしました。これは主に投資有価証券が９億62百万円増加したことによるものであります。

 この結果、総資産は、614億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億65百万円減少いたしました。

 

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は116億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ30億25百万円

減少いたしました。これは主に支払手形・工事未払金等が10億41百万円、未払法人税等が４億68百万円減少したこ

とによるものであります。固定負債は108億57百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億１百万円増加いたしま

した。これは主に長期借入金が１億73百万円増加したことによるものであります。

 この結果、負債合計は、225億30百万円となり、前連結会計年度末に比べ26億24百万円減少いたしました。

 

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は388億93百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億58百万

円増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益４億35百万円及び剰余金の配当２億97百万円

によるものであります。

 この結果、自己資本比率は59.6％（前連結会計年度末は56.7％）となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では、平成27年５月８日に公表いたしました平成28年３月期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

 

（４）表示方法の変更

 従来、総合エンジニアリング事業において「完成工事高」に含めて表示していた一部の売上高について、重要性

が増加していることから、実態に即した表示を行うため、当第１四半期連結累計期間より「兼業事業売上高」に含

めて表示することに変更し、関連する売上原価、売上総利益についても、「完成工事原価」、「完成工事総利益」

から「兼業事業売上原価」、「兼業事業売上総利益」に含めて表示することとしました。この表示方法の変更を反

映するため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

 この結果、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「完成工事高」に含めていた820百万

円、「完成工事原価」に含めていた671百万円及び「完成工事総利益」に含めていた149百万円を、それぞれ「兼業

事業売上高」、「兼業事業売上原価」及び「兼業事業売上総利益」に組替えております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 8,896 9,656 

受取手形・完成工事未収入金等 21,049 16,469 

リース債権及びリース投資資産 1,835 2,336 

未成工事支出金 233 355 

仕掛品 6 13 

仕掛販売用不動産 1,152 1,559 

販売用不動産 58 16 

商品 257 379 

材料貯蔵品 624 542 

繰延税金資産 710 489 

その他 548 802 

貸倒引当金 △130 △125 

流動資産合計 35,242 32,496 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 4,734 4,703 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 2,285 2,230 

土地 8,405 8,407 

貸与資産（純額） 356 330 

建設仮勘定 2 3 

有形固定資産合計 15,784 15,675 

無形固定資産 421 417 

投資その他の資産    

投資有価証券 10,137 11,100 

長期貸付金 84 114 

繰延税金資産 160 189 

その他 1,582 1,555 

貸倒引当金 △124 △125 

投資その他の資産合計 11,841 12,834 

固定資産合計 28,047 28,927 

資産合計 63,289 61,424 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 6,281 5,239 

短期借入金 3,439 2,986 

リース債務 144 127 

未払法人税等 568 100 

未成工事受入金 245 188 

賞与引当金 1,529 794 

役員賞与引当金 40 － 

工事損失引当金 30 49 

その他 2,418 2,186 

流動負債合計 14,698 11,673 

固定負債    

長期借入金 5,436 5,609 

リース債務 307 315 

繰延税金負債 262 553 

役員退職慰労引当金 271 264 

退職給付に係る負債 3,766 3,705 

その他 410 408 

固定負債合計 10,456 10,857 

負債合計 25,154 22,530 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,676 5,676 

資本剰余金 4,425 4,425 

利益剰余金 24,659 24,797 

自己株式 △2,134 △2,136 

株主資本合計 32,626 32,763 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,030 3,658 

退職給付に係る調整累計額 222 216 

その他の包括利益累計額合計 3,253 3,874 

新株予約権 345 345 

非支配株主持分 1,909 1,910 

純資産合計 38,135 38,893 

負債純資産合計 63,289 61,424 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高    

完成工事高 13,102 12,278 

兼業事業売上高 4,246 5,026 

売上高合計 17,349 17,305 

売上原価    

完成工事原価 12,031 11,235 

兼業事業売上原価 3,394 4,009 

売上原価合計 15,425 15,245 

売上総利益    

完成工事総利益 1,071 1,043 

兼業事業総利益 852 1,016 

売上総利益合計 1,923 2,059 

販売費及び一般管理費 1,546 1,484 

営業利益 376 575 

営業外収益    

受取利息 4 5 

受取配当金 109 116 

受取賃貸料 44 33 

持分法による投資利益 3 3 

その他 33 39 

営業外収益合計 195 199 

営業外費用    

支払利息 25 20 

賃貸費用 41 26 

その他 10 2 

営業外費用合計 77 49 

経常利益 494 725 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

投資有価証券売却益 － 6 

負ののれん発生益 248 － 

特別利益合計 248 6 

特別損失    

固定資産処分損 0 1 

投資有価証券売却損 0 － 

関係会社株式売却損 82 － 

その他 2 － 

特別損失合計 85 1 

税金等調整前四半期純利益 657 729 

法人税、住民税及び事業税 53 83 

法人税等調整額 210 204 

法人税等合計 263 287 

四半期純利益 394 442 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△15 6 

親会社株主に帰属する四半期純利益 409 435 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 394 442 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 197 629 

退職給付に係る調整額 4 △5 

持分法適用会社に対する持分相当額 16 2 

その他の包括利益合計 218 626 

四半期包括利益 612 1,068 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 627 1,056 

非支配株主に係る四半期包括利益 △15 11 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日  至 平成26年６月30日） 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

 

総合エンジ 

ニアリング 

事業 

ＩＣＴ 

ソリュー 

ション事業 

住宅不動産 

事業 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 13,593 3,520 234 17,349 － 17,349 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
44 409 0 453 △453 － 

計 13,638 3,929 235 17,802 △453 17,349 

セグメント利益 254 105 10 370 6 376 

（注）１ セグメント利益の調整額6百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（重要な負ののれん発生益） 

 「総合エンジニアリング事業」セグメントにおいて、連結子会社である愛知ＮＤＳ株式会社及び静岡ＮＤＳ株

式会社の株式を追加取得し当社の完全子会社としました。当該事象により、当第１四半期連結累計期間において

負ののれん発生益248百万円を計上しております。 

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日  至 平成27年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

 

総合エンジ 

ニアリング 

事業 

ＩＣＴ 

ソリュー 

ション事業 

住宅不動産 

事業 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 13,005 4,147 152 17,305 － 17,305 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
17 304 0 323 △323 － 

計 13,022 4,451 153 17,628 △323 17,305 

セグメント利益 262 290 14 568 7 575 

（注）１ セグメント利益の調整額7百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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